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研究の概要と本報告書の内容 

本研究では、国産旅客機あるいはアジア版エアバスコンソーシアムによる航空機の開発を目指

して、国際市場に参入するための市場の検討、ＣＦＤによる設計最適化法の研究などを行った。特

に、この研究を通じて高度に展開された多目的進化的計算法とその超音速機主翼設計への応用

は、世界的にも最先端の計算結果であり、高い評価を受けた。同時に、非構造格子による Adjoint

法の開発や流体と構造の複合問題への拡張も試み、一定の成果を得た。本研究成果報告書では、

航空機市場のニッチ、流体における最適化問題、空力最適化法、多目的進化的計算法とその応

用についてまとめるとともに、多分野設計最適化技術、流体情報データマイニング、非構造

Adjoint 法など、この３年間の関連する活動について紹介するものである。また、この研究を通じて

提案された超音速リージョナル機のアイデアは、夢のある技術として電通総研の「日本の潮流

2002」に取り上げられた。その抜粋を添付資料として最後に掲載する。 

なお、本研究の数値計算は、東北大学流体科学研究所のスーパーコンピュータ ORIGIN 2000

を用いて行った。関係各位に感謝するとともに、流体研究におけるスーパーコンピュータの重要性

をあらためて指摘しておきたい。 
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